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共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ

l
マ
鉱
山
業
の
状
態

ー
！
イ
1
タ
リ
ア
及
び
西
部
諸
属
領
に
お
け
る
｜
｜

馬

場

明

典

，－、

一、－＇

ロ
ー
マ
の
鉱
山
業
が
最
も
活
発
に
、

か
つ
奴
隷
制
に
立
脚
し
た
、
大
規
模
な
形
で
展
開
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
大
ま
か
に
い
っ
て
、
共
和
政
末

－
帝
政
初
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
二
世
紀
の
碑
文
に
み
ら
れ
る
小
請
負
者
的
存
在
と
し
て
の
《

g
Fロ
g
》
の
出
現
、
次
で
回
世

紀
以
降
の
《
包
宮
門
町
匂
昨
日
包

B
o
E
F》
は
、
わ
れ
わ
れ
に
こ
の
聞
の
鉱
山
経
営
の
変
化
を
物
語
る
に
充
分
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
広
大
な
版

図
を
有
す
る
帝
国
属
領
の
各
地
に
於
て
、
鉱
山
業
は
産
出
鉱
石
の
種
類
、
採
掘
方
法
（
竪
坑
式
か
露
天
式
か
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
著
し
い
差
異

を
示
ぃ
、
帝
国
全
土
を
通
じ
て
一
様
な
奴
隷
制
経
営
の
規
模
と
性
格
を
み
る
こ
と
は
、
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
而
も
、
専
ら
西
部
属
領
に
限

ら
れ
る
ス
ト
ラ
ボ
l
、
デ
ィ
オ
ド
1
ル
ス
、
プ
リ
l

ニ
ウ
ス
の
記
述
を
除
い
て
、
鉱
山
業
に
関
す
る
報
告
は
そ
れ
程
豊
富
で
は
な
く
、
他
方
ま

た
、
碑
文
の
地
域
的
か
つ
時
期
的
な
分
散
性
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
ま
き
し
く
そ
の
故
に
、
奴
隷
制
と
コ
ロ

l
ニ
l
制
の
問
題
を
追
求
す
る
に
当
っ
て
、
ま
ず
、

ロ
！
？
鉱
山
経
営

（
特
に

hung
所
属
鉱
山
）

の
地
域
的
検
討
の
必
要
性
が
呈
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
は
、

円
。
ぬ
叩
印
冨
O
仲
間
口
。

E
B
の

《

g
Zロロ回》

共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
l

マ
鉱
山
業
の
状
態
（
尽
場
）

八
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共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
1
7
鉱
山
業
の
状
態
ハ
馬
場
）

に
闘
す
る
報
告
に
続
く
も
の
で
、
奴
隷
制
と
コ
p
i
ニ

l
制
に
関
す
る
検
討
の
予
備
操
作
を
な
す
も
の
で
あ
る
。 i¥. 

註

ω
Q
－
開
・
〉
丘
曲
目
ロ

gu
国立－

SHおむ
a－

z
b芝
山
由
訟
を
芯
雪

与
誌
H
S
R
誌
な
．
〈
0
］
・
岡

i
N
W
H
M
a
u－
H
由
自
由
・
。
ユ
F

恒三－

N
W
ミ
も
一
室
、
宮
均
・
1
h
・
ωロ右目・

a・
g
E
g
F
E
E－

「ロ
1
マ
帝
政
期
に
お
け
る
鉱
山
《
の
O
F
O
Z〈
ω》
l
l
t
H日

(2) 

，..『、

一一、、J

日
o
E
Z
〈

gano口
明
日
目
考
｜
l
」
西
伴
史
学
一
議
集
第
十
六
輯
（
昭
・

四
二
・
二
）
。
尚
そ
の
他
．
奴
隷
制
乃
主
一
泊
負
制
、
採
施
技
術
の
研

究
に
つ
い
て
は
、
上
掲
拙
稿
の
引
用
を
参
照
せ
よ
。

（
I
）
イ
l
タ
リ
ア
。

ト
ス
カ
ナ
地
方
を
除
い
て
、
西
部
属
領
の
そ
れ
に
比
肩
し
得
る
に
足
る
鉱
山
は
持
た
な
い
。
特
に
そ
の
中
心
地
と
し

て
、
司
O
】
笠
宮
ロ
ぽ
周
辺
の
銅
、

銀
｜
｜
他
方
口
語
の
鉄
鉱
石
も
当
地
に
送
ら
れ
こ
こ
で
鈷
鉱
さ
れ
て
い
た
〈

ωSHEW
〈”

y
a）
｜
｜
が

ス
ト
ラ
ボ
l
時
代
に
は
、
す
で
に
廃
坑
に
な
っ
て
い
た
。

の
金

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、

も
、
前
者
（
砂
金
）
は
プ
リ
i

ニ
ウ
ス
時
代
に
尚
採
取
さ
れ
て
い
た
が

同
様
に
、

ハ
ド
ゥ
ス
河
流
域
及
び

ω白｝白田曲目

（ミ・同－

M
Q
M
H
H
F
訟
）
、
後
者

l
l前
一
四
三
年
ロ
1
7
の
手
中

て
い
た
（
同
〈
”

。、

ご
。
そ
の
他

C
E－－
P
帥
で
は
、

に
帰
し
、
《
』
VHS一民
S
忌
》
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
（
F
Z・
旬
、
た
・
ョ
・
ロ
－
c

w

M

内凶口”・＼『・吋
S
l
l
t
は
ス
ト
ラ
ボ

l
時
代
す
で
に
衰
退
し

〈
2
2
E
o
金
山
が
特
に
有
名
で
あ
っ
た
が
（

2
5・

M内》内
M
H
H
F

吋∞）、

こ
れ
ま
た
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
に
す
で
に
廃
坑
に
な
っ
て
お
り

ミ
同

（

ω可
与
o
u
J
H
w
ア
－
M
）、

」
の
占
一
で
は

∞E
2
2
s
の
吋白口岡田
ν明
白
銅

山
も
全
く
同
様
（
M
E
L
－〈
F
f
u
）
で
、
要
す
る
に
、
プ
リ
l
ニ
ウ
ス
に
描
か
れ
た
が
如
き
イ
l
タ
リ
ア
鉱
山
は
共
和
政
末
期
ま
で
で
、
若
干

O
L
 

の
北
部
鉱
山
を
除
い
て
、
帝
政
初
期
に
は
総
じ
て
重
要
性
を
殆
ん
ど
完
全
に
喪
失
し
て
い
た
と
入
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
に

重
要
な
の
は
、

「
ぐ
巾
円
円
四
ロ
曲
四

の
J
H
W
E
B
ロ
－

8
金
鉱
山
に
関
し
て
、

日

oユ
曲
が
現
存
す
る
」
と
伝
え
る
プ
リ
l
ニ
ウ
ス
の
記
述
（
ミ
同
－

M
凶
凶
H
H
F

吋∞）

で
あ
る
。
当
鉱
山
は
す
で
に
重
要
性
を
殆
ん
と
失
っ
て

－v
c
Z
F
E
E
が
労
働
で
五
千
名
以
上
を
持
た
ざ
る
様
と
の
、
－
m
M
n
g
l
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お
り
、
《

Z
S
O
v
と
い
う
か
れ
の
表
現
の
意
味
、
及
び
同
所
《
同
伸
長
B
H
V
R
n－
4
2
0
5
山口
Z
H
L
E。
宮
町
民
国
》
と
同
国
・

5
∞
の
記
述
の

関
連
で
、
当
戸
自
の
提
出
時
期
、

そ
の
目
的
が
問
題
で
あ
る
が
、

が
示
さ
れ
た
こ
の
間
題
の
検
討
は
後
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
徴
税
請
負
人
吉
－

E
E
E
に
関
わ
る
「
五
千
名
」
が
問
題
で
あ
る
。

従
来
著
し
い
解
釈
の
相
違
｜
｜
特
に
フ
ラ
ン
ク
リ
シ
ル
ヴ
ァ

l
聞
の
｜
l

プ
リ
l
エ
ウ
ス
は
、
《
ロ
0
1
5
宮山口

A
E
自己
E

r
。
白
山
口
自
国
》
と
誌
す
の
み
で
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
主
力
が
奴
隷
を
以
て
構

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

（
E
）
ガ
リ
ア
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
。

ス
ト
ヲ
ボ
l

、
カ
エ
サ
ル
に
よ
れ
ば
、

回目吉巳ぬ何回
w
H
M
2
3
8忌
の
鉄
鉱
山
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
が
、
経
営
形
態
に
関
す
る
記
述
は
確
認
さ
れ
得
な
い

（の白
2
・
N
w
h
N
N
N

・
の
お
町
内
・
〈
F
M
M・
2
E
r・
ロ
コ

M
W
M）。

こ
れ
に
反
し
て
、

帝
政
期
の
碑
文
記
録
は
か
な
り
豊
富
で
、
例
え
ば
、
《
〉
喝
な
8
5
〉
zm－
5
・

sz－（
REH凹
）
同
即
位
。
ロ
（
ぽ
）
向
。
母
国
同
・
》
（
の
・
出
戸

5
0∞）

《

P
。
n－
K
F
ロ
mm－白色

s
n
z
m
（
己
）
な
ロ
（
白
岡
山
田
口
E
）
の
色
町
。
．
》
（
《
U－
M
F
3∞
品
）
《
同
，
r
H
5
5
3缶
詰
5

8
ロ・同
O
R
R・
》
（
の
・

M

内
出
’
也
市
街
）
は
、

帝
政
期
に
於
け
る
皇
帝
代
理
官
官
2
日間同
O同
に
よ
る
直
接
的
運
営
と
総
請
負
人

g
E
Z
2
2
の
請
負
形
態
を
わ
れ
わ
れ

に
推
察
せ
し
め
る
に
充
分
で
あ
る
。
尚
こ
の
場
合
、

「
ガ
リ
ア
、

ヒ
ス
パ

1
ニ
ア
・
・
・
・
の
官
宮
n
f
g
は

8
ロ同仲間
g
t
o
を
受
け
た
。
・
・
多

く
の
巳
i
g
g印
及
び
個
人
は
、
古
く
か
ら
の

－B
Bロ
E
S
F
E凹

自
立
田
口
o
E
Hロ
を
奪
わ
れ
た
」
と
い
う
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
に
関
す
る
ス
エ

ー
ト

l
ニ
ウ
ス
記
述
（
ωロ
2
・同〕札。・

MmFHMF
M

）
と
、

《
N自由
E
m
L
o
－－－－

B
白色印可。

R
L
R日目。ロ・

L
O
Q－
FH回忌曲。

吋
ゲ
ロ
由
自
由
同
町

ρ
ロ
曲
目
白
田
昨
日
ロ
自
由
同
白
－
F
》
（
《
U－
M内H
H
F
S
U
O）
は
、

ガ
リ
ア
鉱
山
の

p
n
g
所
属
化
の
具
体
例
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。

プ
リ
l
ニ
ウ
ス
は
、

E
o
s－F
E
r－］
5
E
E
B
（
宮
（
U
2
5
E自
己

1
5）
w
s
o
g－－ロ
B
r
i
gロ
旨
（
山
口
の
包
口
問
）
の
銅
山
｜
｜
両
者

共
か
つ
て
は
個
人
所
有
で
あ
っ
た
が
、

か
れ
の
時
代
に
は
、

産
額
は
少
な
か
っ
た
（
p
n
g
に
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
不
明
）

l
ー
を
伝
え
る

叶

R
r
o－－日（留
E
r－
HHHVMV
∞
UH〈”

r
H
U）
w
B
m
gロロ
B
〉
F
己巾同国同
Oロ∞
O

M内MMHHHu
∞
O）
な
ど
の
金
山
が
知
ら
れ
る
が
、
経
営
形
態
そ
の
他
の
詳
細
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

（ミ－

H
N
M内凶
MHJ〉

凶）。

そ
の
他
、

叶

R
H
o
g
m
g
u

（司ロロ・

共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
l

マ
鉱
山
業
の
状
態
（
馬
場
）
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共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
1
7
鉱
山
業
の
状
態
（
馬
場
）

一
八
四

ス
ト
ラ
ボ
l

（同〈
u
u
w
M
）、

（入山
h

刊『凡円・－
M
w
a
）
に
よ
れ
ば
、

ロ
ー
マ
に
引
継
が
れ
た
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
主
要
産
物
は
銀
と
鉛

タ
キ
ト
ゥ
ス

凶
凶
M

内ココ
A
U
－
－
小
品
一
戸
昂
洲
町
民
刊
正
日
円
三

で
、
プ
リ
l
ニ
ウ
ス
は
、
鉛
が
豊
富
に
と
れ
過
ぎ
た
た
め
に
制
限
令
が
出
さ
れ
た
と
伝
え
る
が
（
ミ
同
・

己

5
1
5
8
ユ0
5
0
号
岱
伊
丹
）
、
先
の
イ
l
タ
リ
ア
金
山
に
関
す
る
制
限
令
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
共
和
政
末
期
の
鉛
鉱
山
が
唱
ロ
Z
W
S
F
の

下
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
碑
文
記
録
は
総
じ
て
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
l
ヌ
ス
帝
以
後
の
も
の
が
多
い
が
、
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ

（ロ
0
4
0
仏
国
】
叩
〉
の
鉛
塊
に
は
ハ
ド
リ
ア
l
ヌ
ス
帝
銘
の
も
の
が
特
に
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
皇
帝
銘
以
外
に
、
《
「
〉
2
8ロ
山
口
明
〈
2
2
5仏
gvw
《の－

F
E
C印
刷

》

8
2田
》
な
ど
個
人
銘
を
も
つ
も
の
も
発
見
さ
れ
る
。

5
3国
内
問
碑
文
に
み
ら
れ
る
ハ
帝
期
の
傾
向
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
か
れ
ら
が
ヒ
ス
パ

i
ニ
ア
の
《

ω・
富
国
立

g》
的
存
在
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
官
。

E
E円
。
同
の
場
合
も
、
大
部
分
、
が
《
司
一
月
。
。
・
〉
C
C・
》
銘
を
も
っ
て
お
り
、
従
っ
て
か
れ
ら
は
む
し
ろ
《

8
ロー

L
E吉
岡
》
で
あ
っ
た
と
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、

ハ
帝
以
後
｜
｜
そ
れ
以
前
に
於
け
る
銅
山
の
如
く

g
E
5
5

経
営
を
推
察
せ
し
め
る
碑
文
《
H
〈
F

F

H
〈
F
M
Y
ω

〉
斗
〈
u
ω

。（
U
H
0
・
M
N
O
冨
〉
何
》
は
あ
る
が
（
の
・
〈
戸
ご

3
・日
M
O
S

－
－
に
於
て
は
、

。
0
4
0
F
F

鉱
山
は
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、

後
述
の
如
く
℃
3
2
5
8同
形
態
の
一
般
化
現
象
の
中
で
、

」」こ

の
み
で
特
に

noロ
合
2
2
方
式
が
採
ら
れ
た
理
由
も
不
明
で
あ
り
、

官
2
5
2
2
支
配
の
確
立
し
て
い
る
ヨ
宮
良
国
で
尚

g
E
E
S
H
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば

Q
Z
自由仲間

5
3宮田口由
S
F
N
N－
u
l
u
u
）

、

の

如

く

「

唯

一

の
例
外
」
と
す
る
に
は
尚
疑
問
が
残
さ
れ
る
。
ー
l
a奴
隷
制
の
規
模
そ
の
他
に
関
す
る
記
録
は
ブ
り
タ
ニ
ア
で
は
確
認
出
来
な
い
。

コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
同
・
。
－

no－－－ロぬ君。。仏）

（

E）
 

ヒ
ス
パ

l
ェ
ァ
。

ヒ
ス
パ

l
ニ
ア
は
、
共
和
政
・
帝
政
期
を
通
じ
て
、

ロ
！
？
鉱
山
業
の
中
心
地
｜
｜
中
で
も

Z
o
E
E
宮
常
山
由
民

nssru
を
通
つ

（
現
自
由
同
E
富

OHg白）
i
ー
で
あ
っ
た
。
。
フ
リ
！
ニ
ウ
ス
、

ス
ト
ラ
ボ
ー
に
よ
れ
ば
、

切
曲
。
広
口
白
か
ら
ロ
山
由
巳
口
同
H
f

て

。白－
Z
R
E
に
い
た
る
地
域
の
各
所
で
豊
富
な
鉄
の
産
出
が
み
ら
れ
た
が
、

経
営
形
態
及
び
奴
隷
制
に
つ
い
て
は
明
確
で
な
い
（

E
F

h
q・
何
百
切

U

O

L

〈
w

－－
M

U

凶
凶
M
内回〈
w

－ARE
－
ω

可曲げ・

H
H
H
U

M

－∞

U
H
H
H
U
 

？
干
の
同
・
富
田
急
回
目
・

H

〈”

u
u
u
凶口
w

－∞）。
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し
か
し
、
金
、
銀
、
鉛
拡
山
に
関
す
る
ス
ト
ラ
ボ
l
、
デ
ィ
オ
ド
l
ル
ス
、
プ
リ
l
ニ
ウ
ス
の
記
述
は
、
共
和
政
末
・
帝
政
初
期
の
奴
隷
制
経

営
を
伝
え
る
数
少
な
い
報
告
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
金
鉱
石
は
、

E
明
日
仲
間
包
同
の
叶
白

m
g
河
の
他
、
の
巳
g
m
n
F
K

戸
田
宮
門
戸
田
で
豊
富
に
産

し
た
が
、
プ
リ
i
ニ
ウ
ス
は
こ
の
三
地
域
の
年
間
産
出
額
が
二
万
ポ
ン
ド
に
及
ぶ
こ
と
｜
｜
特
に
〉
2
5
5
が
最
高

l
ー
を
報
じ
る
（
弓
・
同
・

M内
M内
M内
HHHUM
－w吋
∞
）
。

刊
民
主
、

j

t

 
早
く
は
特
に

z
o
g
n母
子
高
。
が
有
名
で
あ
る
。
共
和
政
期
に
於
け
る
ヒ
ス
パ

l
ニ
ア
鉱
山
に
関
し
て
、

労
働
力
数

ν」
伝
え
る
唯
一
の
記
録
は
ス
ト
ラ
ボ
i

（
及
び
ポ
リ
品
ビ
ウ
ス
〉
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、

ポ
リ
ュ
ビ
ウ
ス
時
代
（
前
二
世

紀
）
に
当
鉱
山
は
四
万
名
を
使
用
し
て
、

毎
日
二
万
五
千
ド
ラ
ク
マ
を
ロ

i
マ
に
も
た
ら
し
て
い
た
（
25σ
・

－
Ma

－OH
M
M
o
q
r・

M
内

凶

M
内
同
ぐ

u

ア
∞
t
i
ゆ
）
。

こ
の
場
合
、
奴
隷
と
し
て
の
明
確
な
表
現
は
み
ら
れ
な
い
が
、
デ
ィ
オ
ド
l
ル
ス
は
銀
鉱
山
に
関
し
、

ヒ
ス
パ
l
ニ

ア
人
が
す
で
に
未
熟
練
労
働
力
を
使
用
し
て
採
掘
を
行
な
っ
て
い
た
が
、

ロ
ー
マ
の
支
配
権
確
立
と
共
に
、

「
多
数
の
イ
l
タ
リ
ア
人
」
が
入

り
込
み
、
か
れ
ら
は
多
数
の
奴
隷
を
購
入
し
て
監
督
者
に
委
ね
た
と
述
べ
て
お
り
（
ロ
5
仏
・
〈
w
u
a）
、
当
時
の
重
要
銀
山
の
主
要
労
働
力
が

奴
隷
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
問
題
な
い
。

ス
ト
ラ
ボ
ー
に
よ
れ
ば
、

除
い
て
、
個
人
的
に
所
持
せ
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
（
ω可
与
・

か
れ
の
時
代
、

ヒ
ス
パ
l
ニ
ア
の
金
鉱
山
は
大
部
分
国
家
所
有
で
、

銀
鉱
山
は

z
o
g
の
常
任
白
向
。
そ
の
他
を

国

u
M
U
F
O）、

タ
キ
ト
ゥ
ス
に
唱
も
、

テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帯
、
が
「
ヒ
ス
パ

l
ニ
ア
屈

指
の
資
産
家

ω凸己
5
宮田

HFg」
を
処
刑
し
た
が
、
こ
の
禍
の
原
因
は
か
れ
が
莫
大
な
財
産
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
、
た
め
に
か
れ
が
持
つ

て
い
た
「
金
鉱
山
が
圃
家
に
没
収
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
（
吋
由
nw－
入
山
芯
芯
・

出

切

戸

市

ww

ご
。
残
念
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
殊
に

脚
し
て
、

ス
ト
ラ
ボ
l
記
述
の
信
題
性
を
問
題
に
す
る
に
足
る
だ
け
の
そ
の
他
の
手
段
を
持
た
な
い
が
｜
｜
大
部
分
の
研
究
は
ス
ト
ラ
ボ
l

に
直
接
立

帝
政
初
期
ま
で
銀
山
の
私
有
制
を
認
め
る
見
餌
を
採
る
に
し
て
も
、

ウ
エ
ス
ト

（
「
の
－

d
〈

gH）
説
の
如
く
テ
ィ
ベ
ル
出
土
の

《
ω
o
n
E
a
z
o
E
V
〉
括

g
g
Hロ
》
《
ωonぽ
宮
田
〉
円

m
g仲間同町白
E
B
H
S岳
E
2
5
足
。
ロ
苦
邑
ロ
ロ
円
・
》
両
碑
文
を
援
用
し
て
、
帝
政
初
期

Aw 
hu 

の
「
全
て
の
」
銀
山
は
個
人
所
有
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
｜
l
、
前
述
ガ
リ
ア
の

B
m
E
Z
B
ω
田
口
ロ
笠
宮
g
p
5
2曲目
Z
S

共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
I
・
マ
鉱
山
業
の
状
態
（
馬
場
）

一
八
五
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共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
1
マ
鉱
山
業
の
状
態
ハ
馬
場
〉

一
八
六

ピ乱
B
E
M
両
銅
山
が
個
人
所
有
（
三

5
2
5
曲
目
立
と
F
2
5

円四

O
B
2
2
品目
um－－白
Z
B）
で
、
後
者
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
妻
、
前
者

は
か
れ
の
友
人
（

E
σ
3
5
岳
己
〉
話
口
由
民
）
の
所
有
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
（
E
E－
NGn－

n
た
・
）
と
同
様
に
、
こ
の
一
向
記
述
は
共

に
帝
政
初
期
（
就
中
ア
帝
期
）

に
於
け
る
ヒ
ス
パ
ニ

l
ニ
ア
貴
金
属
鉱
山
の
個
人
所
有
例
を
示
す
に
充
分
で
あ
ろ
う
。

し
か
る
に
こ
れ
に
反
し
て
、
こ
れ
ら
ス
ト
ラ
ボ
l
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
プ
リ
l
エ
ウ
ス
の
記
述
以
後
．
文
献
並
び
に
碑
文
史
料
の
極
度
の
貧
困

は
あ
る
に
せ
よ
、
帝
政
の
進
行
に
伴
い
、
も
早
や

Z
P江
戸
回
目
的
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
す
で
に
、
後
一
世
紀
の
プ
リ
！
ニ
ウ
ス

時
代
に
あ
っ
て
、

か
れ
の
列
挙
す
る
重
要
貴
金
属
鉱
山
は
｜
｜
ひ
と
り
当
地
に
於
て
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
｜
｜
悉
く
大
規
模
一
括
請
負
形
態
を

と
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て

町
一
忠
臣
所
有
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
。

そ
れ
故
プ
リ
l
ニ
ウ
ス
の
か
か
る
記
述
は
、

ア
ウ

グ
ス
ト
ゥ
ス
期
に
於
け
る
私
有
鉱
山
例
を
伝
え
る
ス
ト
ラ
ボ
l
（
プ
リ
l
ニ
ウ
ス
自
身
も
ま
た
同
様
）
か
ら
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
の

gロ
F
S
H－o

に
関
す
る
ス
エ

l
ト
i
エ
ウ
ス
及
び
タ
キ
ト
ゥ
ス
記
述
以
後
、
決
定
的
に
は
行
政
上
鉱
山
区
岡
山
口
2
5
2田口
0
2
5
を
隣
接
自
己
ロ

E
1白
か
ら

白
玉
帝
代
理
官

H
M
2
2
5
8
3加
の
支
配
下
に
置
い
た
ハ
ド
リ
ア
1
ヌ
ス
期
の
－
mmg

。HH

帝
に
よ
る

8
丘
町
口
忠
芯
の
跡
を
わ
れ
わ
れ
に
推
測
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

完
全
に
分
離
し
、

虫
色
白
出
O
E
B
に
い
た
る
同
の
、
諸
皇

所
で
、

リ
l
ウ
ィ
ウ
ス
は
カ
ト
l

（
冨
・
旬
。
同
n
－5
〈
U

白件。

ゎ
8
8
5
5）
が
ヒ
ス
パ

i
ニ
ア
を
制
圧
し
た
後
、
鉄
及
び
銀
鉱
山
に
対
し
て

《
4mam目－

uv
を
実
施
し
た
こ
と
を
誌
す
が
（
F
2・
M内
M
M内
H

〈”

ピ
）
、
ど
の
鉱
山
に
実
現
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
、
リ
l

ウ
ィ
ウ
ス
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
鉱
山
の

5
2釘
包
芯
℃
O切
口
口
問
O
B
S
F
に
関
す
る
次
の
報
告
は
、
こ
の
問
題
に
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
。

即
ち
、

前
二
ハ
七
年
の
属
領
編
入
に
際
し
て
、
巨
大
な

2
a
m払
た
る
自
立
包
E
B
冨
虫
色
O
R
E
B
及
び
官
白
色
E
B
E
E
E
Bの
《
－
o
n
E
8
2》

の
停
止
が
決
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
理
由
は
、

「
（
そ
れ
ら
は
）
回
目
立

Fgロ
5
な
し
に
は
運
営
さ
れ
得
ず
、

℃
己
主

n
g
g
が
存
在
す
る
所
で

は、

あ
る
い
は

g
M
M
C芸
2
5
が
無
力
な
も
の
と
な
り
、

あ
る
い
は
由
。
円
以
に
と
っ
て
ロ
r
m
w
ユ
訟
が
な
く
な
る
」

（凶
F
〈
w

日
∞
）
た
め

で
、
こ
の
た
め
に
「
金
・
銀
山
は
禁
止
さ
れ
、
鉄
・
銅
山
の
採
掘
は
許
さ
れ
た
」
と
す
る
館
所
で
あ
る
。
こ
の
両
鉱
山
に
区
別
が
な
さ
れ
た
理
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由
（
前
者
は
そ
の
後
一
五
八
年
に
再
開
）
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
だ
け
の
余
裕
は
な
い
が
、

た
だ
注
目
す
べ
き
は
、

後
者
の

4m口
同
町
と
に

関
す
る
《

2
2
F
m回
目
負
担
H
E
E－－
u
g（

凶

F
E
E－日出

R
F
5
5
H
V
O∞－
z
p
ρ
c
o仏
宮
℃
日
ロ
内
山
町
田
町
三
同
白
色
》
と
い
う
記
述
で
、
こ
の
《
O
H
2
2口同四国》

品
川
何

は
明
ら
か
に
以
前
か
ら
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
採
掘
者
で
あ
っ
た
こ
と
、

従
っ
て
こ
の
形
態
を
採
る
以
上
、

za－m即
日
の
徴
収
の
た
め
に
は
当
然

返
さ
れ
る
よ
う
命
じ
た
。

斯
様
に
し
て
、

〉由

Z
H
B
は
地
肢
で
働
き
、

か
れ
ら
の
富

を
他
者
の
た「
め（
tこ ア
獲ウ
得グ
すス
るト

ゥ

: (1市ス
」は
と ）

い土
うが

掘

℃己ゲ一
z
gロ
ロ
印
の
存
在
が
前
提
き
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
故
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、

〉

2
5
2
金
山
に
関
す
る
フ
ロ
！
ル
ス
の
記
述
（

E
2
5
u
デ

u
y
m
ψ
O）
は
、

ヒ
ス
パ

l
ニ
ア
に
於
て
も
ま
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
鉄
・
銅
山
型
の
方

法
が
採
ら
れ
た
こ
と
｜
｜
こ
の
場
合
の
《
合
g
弘
正
官
官
E
E
V
は
明
ら
か
に
ロ
1
8
7

へ
の

2
2何
回
目
引
渡
を
意
味
す
る
ー
ー
を
示
す
に

他
な
ら
ず
、

ひ
と
り
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
期
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

カ
ト

i
時
代
の
鉄
・
銀
山

4mntm白－

に
於
て
も
ま
た
、
こ
れ
が
採
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
ο

他
方
プ
リ

l
ニ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、

同

w
s
t
g
の
鉛
鉱
山

g
o
s－－ロヨ

ω間－
E
a
H
O
E－
胡
は
以
前
年
間
二

O
万
デ

1
ナ
l
リ
ー
で
貸
出
さ
れ
て
い

t.:.. 
ti；、

（円山口
O
門日目。口出巳∞

ogロ
ヨ
＊
の
わ
缶
百
三
回
）
、

そ
の
後
一
時
廃
坑
と
な
り
、
か
れ
の
時
代
に
は
再
び
（

8
民
ロ
巳
OH
に
）
二
五
万
五
千
デ
l

（
同
町
・
凶
凶
｝
内
一
回
〈
w

合

u
E
U）
。
こ
の
場
合
、
《
mo－－

z
s
V
な
る
表
現
は
、
明
ら
か
に
す
で

ナ

l
リ
ー
で
貸
出
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

に
早
く
か
ら
当
鉱
山
が
イ
l
タ
リ
ア
の
〈

2
8
Z
S
と
同
様
に
、

前

mw

ら
ず
、
而
も
銀
山
奴
隷
制
に
関
寸
る
先
の
ス
ト
ラ
ボ

1
、
デ
ィ
オ
ド
l
ル
ス
1

1
就
中

Z
o
a
h白
芸
品
。
周
辺
は
晶
忠
吉
Z
W
5
で
あ
り

2
5
2
2
を
通
じ
た

一
括
請
負
形
態
を
採
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
他
な

（（い
F

口
・
ぇ
h
h
h
h川
崎

b
h『・

h・4

明
一
間
関
一
司
o
m
i－

－
－

LCO門店ロ

ω己
HUCロ
EHMmHFHHM広
三
ユ
c
g
八日
uOHuczm－
V
唱。回目
2
8
C
、
リ
l
ウ
ィ
ウ
ス

に
於
け
る
カ
ト
！
の

2
2白
色
芯
政
策
の
中
に
、
ま
ず
第
一
に
当
地
の
《
宮
内
田
巳
o
V
が
推
測
さ
れ
る
1
1
1
、
次
で
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
関
す
る
り

ー
ウ
ィ
ウ
ス
1

1
鉄
・
銅
山
に
於
け
る
《
E
R
g
z
g
V
の
存
在
と
日
M

ロゲロ
nhwpF

に
対
す
る
カ
ト

l
の
一
連
の
政
策
、

即
ち
前
者
が
宮
l

σ
z
g
E
の
一
般
的
な
弊
害
の
故
に
こ
そ
許
可
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、

z
n
t
m同－
U
の
徴
収
者
と
し
て
の
か
れ
ら
の
存
在
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら

共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
！
？
鉱
山
菜
の
状
態
（
馬
場
）

八
七
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共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
1
7
鉱
山
業
の
状
態
（
馬
場
）

一
八
八

な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

金
・
銀
山
禁
止
理
由
の
中
に
、

あ
る
い
は
匂
ロ
ゲ
ロ

g巳
に
よ
る

一
括
請
負
形
態
を
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り

ま
た
再
開
以
後
も
記
録
は
な
い
が
、

《間関同
g

i
－
－
－
宮
呂
田
n
E
S
F
Aロ
ご
g
g
S
E
R
F
S
－o
g巴
E
E》
（
の
け
な
円
－

RH・）

の
如
く
、

に
一
般
的
で
あ
っ
た
匂
ロ
ゲ
ロ

g巳
が
こ
こ
で
も
ま
た
適
用
さ
れ
続
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な

い
l
l、
第
一
一
一
に
、
二
百
名
以
上
の
奴
隷
を
使
用
し
た
一
括
請
負
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
ア
l
シ
ア
の

ω
S
F
g
g品
目
ロ
ヨ
に
関
す
る
ス
ト

共
和
政
期
の
品
。
同
日
記
E
n
g

ラ
ボ
l

（園－

Y
4
0）
な
ど
を
併
せ
考
え
れ
ば
、

2
5
2
2
を
通
じ
た
匂
ロ
富
山
口
問
巳
に
よ
る
請
負
形
態
が
共
和
政
期
の
イ
l
タ
リ
ア
・
属
領
を

通
じ
て
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（wu
）
パ
ン
ノ
ニ
ア
、

鳴り“u
 

ノ
l
リ
ク
ム
そ
の
他
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
帝
政
期
に
入
っ
て
急
激
に
記
録
が
減
少
す
る
地
中
海
東
部
属
領
と
は
全

く
逆
の
現
象
、

つ
ま
り
後
者
の
場
合
、
大
部
分
が
そ
の
重
要
性
を
殆
ん
ど
完
全
に
喪
失
し
た
の
に
反
し
て
、
帝
政
期
、
而
も
大
部
分
中
期
以
後

に
多
く
の
記
録
（
専
ら
碑
文
）
を
残
す
と
い
う
現
象
を
示
し
て
い
る
。
碑
文
に
現
わ
れ
る
各
種
鉱
山
の
内
、
特
に
多
く
み
ら
れ
る
の
が
ノ
l
リ
ク

ム
の
鉄
司
。
ロ
阻
止
S
Z
2
W号
、
パ
ン
ノ
ニ
ア
の
銀
、
鉄
〉
括
g
g同町田
OHM白ロロ
o
E白
mw
司
2
5同
町
出
回
盟
国
円
ぽ
富
山
田
、
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
の
金
、
銀

〉
ロ
自
民
自
己
冊
目
自
由
民

g
p
〉同
m
g
g
H－2
u
n－s
a
w
s
、
及
び
ダ
キ
ア
の
金
山
で
あ
る
。
所
が
こ
れ
ら
の
鉱
山
に
一
致
し
て
認
め
ら
れ
る
の

は
、
《
：
：
：

ρ・
ω
4
g
a
n－m
g
S
H
U
n
oロ
（仏ロロ件。同町田）

同O
同
（
門
田
巴
田
口
同
国
）

Z
（。門戸
g
E
B）
HM
（白ロロ
O
ロ町田岡口口同）

ロ
（
色
自
己
貸

g
u）

OH
叶
・
。
－
（
白
ロ
門
出
）
回
開
店
。
F
0
2
hロ・

。口丹白
4

（ル）

ω四円ロロ門出回】
HO
（2
2
H
O
E
B）
出品同（同阻止問
E
B）

ρ
・
ω
8
z
a
g
〈
白
日
目
ロ
印
有
。

（ロロ門出件。同）

同
町
民
（
白
巴
同
E
S）
》
（
（
U

・

－
4
8
3
・
《
の
・

］［ロ】
〆画、

s・ 
en 
、‘”’

国

2
5
2
H
M
B
（
円
民
主

2
）
》

（
の
・
園
u
u
o
u
a）ゆ

《
0
・

。
曲
目
吉
B
－5
3
0
0
Z
8
5
口（。
E
5
2）
同

（

巾

口

R
U
E
B）

Z
（
OH山2
2
5）
》
（
伊
三
）

w
《
吉
田
V
E
S
i－－－匂
HO
（n
R
a
2
2）
宮
由
民

（ロユ）

5
4口（山口
5
）
：
：
：
》
（
の

匡三司

－UMU
U）

u
 

《
n
o
g－
（
江
）
由
巳
（
回
以
）

HB日
4
・
四
－
官
（

0
2
E
S江田）
K
F
己
紹
・
ロ
ロ
・
》

（
の
・
園

－M
M
A
O）

u
 

《
巴
（
白
4
2目
）
〈
叩
HEZUHoσ
白］

S
E
－uHon
（己

E
S
H）
〉
ロ
m吉田片山）

ロ
（
S
R
C
i
－－－》（（
U
－
F
活
U
U
）
の
如
く
、

ヒ
ス
パ

－
ニ
ア
の

〈
e
g
g
鉱
山
と
全
く
同
一
の

ロ
Oロ
仏
己
円
昨
日
及
び
官
oncH色
白
で
あ
っ
て
、

共
和
政
期
の
宮
E
n
S
5
的
存
在
は
も
は
や
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共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ

l
マ
鉱
山
業
の
状
態
（
馬
場
〉

(12) 

の
記
事
が
み
え
る
が
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
〈

g唱
弘
吉
田
回
以
後
と

比
べ
て
、
必
ら
ず
し
も
一
定
の
目
的
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
規
則
的

な
も
の
で
は
な
か
っ
た

o
Q－
4
8
Z
O凹片岡
B
P
M
g遺
言
句

LE3u

匂－

H
S－
冨
－

HNCmHciNmR－
ぬ

H民民
凡

S

Nミ

c
s
n
bト
町
営
百
九
S

Rさ
柏
町
営
詮
思
』

D
E
S－

r
e
N一間切

5
o・
g・
8
ω
l
u
g－

ロ
R
p
c
s
q
b
ι
n
b
h向
、
ミ

huhbbH師
、
品
目

E
F
F
a
－MNF回・
E
o
p
ω
・

島町民・

刻。

mgiNO町内（句
HSH師、
S
F
F
ω
・
AR由
）
は
、
こ
の
ピ
己
5
記
述
か

ら
、
宮
虫
色
o巳
回
で
は
「
ロ

l
マ
人
は
百
冊
目
ロ
耳
目
7
8吋
に
よ
る

経
営
を
見
出
し
た
」
と
し
、
か
れ
ら
か
ら
の

g
a同
色
の
徴
収
を
請

負
者
団
体
司
ロ
g
w
g
g四
omo－
－
回
忌
阻
止
に
委
ね
た
と
す
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
鉄
・
銅
山
の
み
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

富
8
邑
B
E
の
一
般
的
形
態
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
か
れ

ら
は
般
か
に

E
aロ
切
符
E
R－
－
一
方
〉
邑
白
山
口
O
ロ
は
た
だ
「
土
着

民
に
占
有
を
許
し
た
」
と
の
み
い
う
（
也
、
・
町
位
．

5
弓
〉
ー
ー
で
あ

っ
た
に
せ
よ
、
後
の
竪
坑
採
槻
権
宮
田

on円
高
自
島
を

m
m
g聞
か

ら
購
入
す
る
、
間
三
on己
主
O円
安
問
下
の

E
aロ
Z
n
r
g円
H
8－o昆

と
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、

F
Rお
ロ
は
鉄
・
銅
山
の

貸
出
は
「
マ
ケ
ド
ニ
ア
政
府
」
岳
町
間
0
5
2
B
m
E
O同
岳
町

沼
田
n
a
o包
g

z官
E
S
に
委
ね
ら
れ
、
「
折
半
制
度
は
金
・
銀
山

に
ま
で
肱
大
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
己
・
〉
－
。
－

F
R曲
gu

H
H
O
B
8
0
5
0
9
E
吋・】－
H
E
r－
M
r
s－
を
さ

e・
g
－－

H〈・

3
・
ASH－

AFmN・
）
。
勿
論
か
れ
自
身
も
こ
れ
は
「
推
測
」
に
す
ぎ

な
い
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
む
し
ろ
金
・
銀
山
の
場
合
は
後
述
の
如

一九
O

(I司

く

〈
OHno－－
z
式
の
一
括
請
負
が
採
ら
れ
た
気
配
が
あ
る
。

ロ2
5
（
〉
ロ
官
民
巳
回
）
巾
HRnm江
田
C
E
S
E
a－F
ω
貯
〉
聞
神
戸
旬
。
凹

包
窓
口
件
。
回
目
白
買
え
E
L
0
8
g
g
g
忠』
E
O
L
E
E
F
L
E日
間
］
仲
町

内山口曲目】「ロロ♂ロ
oωωmno冊目
vm吋ロロナ

一
度
放
棄
さ
れ
た
も
の
が
再
開
発
さ
れ
た
場
合
、
以
前
よ
り
は
多
く

の
収
益
が
得
ら
れ
る

G
R
t
Eる
の
は
不
思
議
で
あ
る
と
し
て
、

Hu－
－
ロ
古
田
は
流
産
し
た
婦
人
が
そ
の
後
多
産
に
な
る
の
と
全
く
同
じ

理
由
に
よ
る
と
い
う
。

そ
の
他
同
一
の
形
態
で
の
〈
＠
nzm丘
の
請
負
で
知
ら
れ
る
の
は
、

ヨ
旦
丘
一
ロ
ヨ
〉
ロ
窓
口
一
白
岡
田
区
言
及
び
保
留
唱
O

（回同町立

g
）
で
あ
る
。

前
者
は
は
里
山
口
－

g
に
よ
れ
ば
、
四

O
万
国
・

ω・
（
白
色
出

ω

の
の
の
の

g円
昨
日
間
色
町
）
で
請
負
わ
れ
て
い
た
（
ミ
－

h

N

M

内
凶
凶
｝
〈
w

s
w
H
B）
。
辰
砂
鉱
山
（
連
主
主
主
は
、
〈
山
片
岡
E
4
2白
w
b
h

hRbhh－
w
d
p
タ
品
一
・
：
出
－
m宮口町
m
m
z
m－SFzmw
門
主
吉
田

宮町
E
－u
m－8
Z巾
・
：
司
2
宮

E
W
E
S
M
N
O
E
S
2
5ロ
昨
日
・
特

に

ω
E
3
は
い
E
E
E
P
ミ
・
同
－

M
Q
M内
H
H
F
ι
0・
ロ
∞
一

口四一
o
Z
H岡山
g
o
ω
日目曲目
MOロ吉田－

H
a－o口
四
日
ロ
回
目
m
z
g
g
E同片山口

言問仲間口
o
d
a己回白】号
E回
同
O
B
E－－：：・回目仏国牛ロ－
E
H忠
良
自
己
広
田

S
O
L－
団
”
ロ
ロ
合
唱
円
由
自
己
白
血
o
n
E
E・
と
し
て
、
句
戸
Hr－－
n由
民
及
び

回on芯白

gー
ー
ま
さ
に

M
g
g詩
患
の
い
う
】
M
Z
E
Sロ
g
凹

O
E－－

R
E守
1
｜
の
存
在
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
鉱
山
は
鶏
冠
石
円
四
国
紅
白
円
（
枇
素
を
含
む
）
を
伴
う
金
鉱
山

で
、
段
門
ロ

g
に
よ
れ
ば
奴
総
の
病
気
‘
死
亡
の
た
め
請
負
が
於
楽

さ
れ
た
。
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library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



。司

東
部
属
領
鉱
山
で
奴
隷
使
用
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
共
和

政
期
の
沼
田
日
号
ロ

F
〉
怠

g
（F
E
Z－
os・
〉
弘
田
（
ω包
含
E
1

2
円m
z
g〉
で
あ
る
が
、
奴
紙
数
が
一
不
さ
れ
る
の
は
後
二
者
で
あ

る
。
第
一
次
シ
キ
リ
ア
反
乱
と
同
一
時
期
に
起
っ
た

P
E
S
反
乱

で
、
「
千
名
以
上
の
奴
隷
」
が
参
加
〈
巴
O
L
・
凶
一
尚
一
出
〈

u
N
L
S

し
た
が
、
。
円
。
田
吉
田
（
」
？
？
印
）
の
《
宮
日
見
回
］
－

u

〉同

rs－巾
E
2
5》
か
ら
、
か
れ
ら
は
す
く
れ
て
「
田
区
忠
一
O
ロ
奴
隷
で

〆’、、

一ー一、句〆

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
数
字
か
ら
、

Fznrsss－
ω－
E
）・

ω宮
島
（
同
S
喜
E
S
F・
切

手

デ

ω－
N

印
印
）
は
当
時
の
奴
隷
訟

を
千
省
と
す
る

u

「
田
口
止
め
円
（
思
『
宮
ミ
守
的
b
N
a
E
S
q
q
s
h
E
E
g
w

叶，

a－
戸

ω・
8
4）
は
こ
れ
を
批
判
し
て
、
五
千
l
一
万
と
推
一
ん

す
る
ω

08) 

こ
の
地
域
に
関
す
る
研
究
は
他
に
比
し
て
非
常
に
乏
し
い
o

H
N
2
5三
月
間
戸
九
回
芯
ミ
柏
、
R
F
F
ω
ω

念
叶
｜
品
印
。
・

〈

m－－

イ

l
タ
リ
ア
及
び
特
に
西
部
諸
属
領
に
関
す
る
、

奴
隷
制
を
中
心
と
し
た
以
上
の
素
描
か
ら
、

時
々
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
得
る
で
あ
ろ

う

（
I
）
明
確
に
奴
隷
制
の
規
模
U
大
規
模
経
営
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、

於
い
て
で
あ
り
、
而
も
そ
の
全
て
が
貴
金
属
鉱
山
で
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
古
代
ロ
l
マ
世
界
に
於
け
る
貴
金
属
の
意
味
l
l
そ
れ
故

イ
l
タ
リ
ア
、
ヒ
ス
パ
l
ニ
ア
（
及
び
ア
l
シ
ァ
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
）
に

し
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
に
他
な
ら
な
い
。

に
ま
た
他
に
比
し
て
比
較
的
多
く
の
記
録
、
が
残
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
ー
ー
を
暗
示
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
鉱
山
業
の
最
も
発
展

も
っ
と
も
こ
こ
か
ら
直
ち
に
、
奴
封
一
時
制
が
展
開
さ
れ
た
の
は
若
干
の
地
域
（
5
0
Z釘

g

の
み
で
、
他
で
は
「
自
由
な
属
領
民
」
間
百
戸
開

F
0
4
Z
N
F白
＝
）

04『。

E
R
が
働
い
て
い
た
と
す
る
ブ
リ
ア
ン
説
の
如
く
、
他
地
域
鉱

。oE叩
窓
口
）

山
に
於
け
る
奴
隷
制
の
存
在
及
び
役
割
を
否
定
し
得
る
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る
σ

第
一
、
同
一
マ
ケ
ド
ニ
ア
内
で
す
ら
鉄
・
銅
山
と
金
・
銀
山

の
相
違
が
あ
り
、
更
に
ま
た
依
拠
す
る
に
足
る
だ
け
の
根
拠
が
あ
ま
り
に
も
不
充
分
で
あ
る
が
故
に
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
1

I
こ
れ
が
わ
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れ
わ
れ
に
重
要
な
の
だ
が
｜
｜
、
こ
れ
ら
鉱
山
に
一
致
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
千
名
を
越
す
多
数
の
奴
隷
を
同
時
に
使
用
し
た
経
営
が
み

九

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
一
マ
鉱
山
業
の
状
態
（
馬
場
）

九

ら
れ
た
の
は
、

い
ず
れ
も
共
和
政
期
、
乃
至
は
せ
い
ぜ
い
帝
政
初
期
ま
で
で
、
プ
リ
l
M
一
ウ
ス
記
述
・
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
後
は
〈
F
U
S
S
碑

・
文
に
示
さ
れ
る
如
く
、

g－o巳
体
制
の
下
で
、
依
然
と
し
て
奴
隷
が
労
働
力
の
主
要
要
素
と
し
て
と
ど
ま
る
に
も
拘
ら
ず
、
も
は
や
大
規
模

な
奴
隷
制
の
存
在
は
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（E
）
共
和
政
期
、

一
様
に

2
5
2
2
を
通
じ
て
、
吉
区
山
口
問
昆
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
国
家
所
有
鉱
山
の
運
営
は
、
帝
政
期
に
入
り
、
ま
す

ま
す
増
大
す
る

noロ
E
R由民
O

傾
向
と
共
に
、

円。ロ仏
5
8
3由
そ
し
て
決
定
的
に
は
、
皇
帝
代
理
官

同》】守。ロロ同白件。】ワめ団

の
直
接
的
管
理
下
に
置

か
れ
た
こ
と
。

（

E）
 

ロ
ー
マ
鉱
山
業
の
重
心
は
、
帝
政
の
進
行
に
伴
っ
て
、
ま
す
ま
す
西
部
属
領
に
傾
い
た
こ
と
。
こ
れ
に
反
し
て
、

か
つ
て
へ
レ
ニ
ズ

ム
時
代
に
繁
栄
を
体
験
し
た
東
部
属
領
鉱
山
は
、

、H
，
s。－
gw
目
当
－
5
の
如
く
（

ω母
国
ゲ
・
凶
同
〈

w
Y
M∞
）
あ
る
い
は
す
で
に
ロ

l
マ
時
代

に
入
る
以
前
に
放
棄
さ
れ
、

帝
政
期
に
入
る
や
大
部
分
急
激
に
衰
退
、

乃
至
廃
坑
化
の
傾
向
を
示

あ
る
い
は
前
述
イ
！
タ
り
ア
と
同
様
に
、

し
た
。
す
で
に
ス
ト
ラ
ボ

l

Z
戸
N
H
）
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
銀
山
の
、

プ
ル
l
タ
ル
ク
ス
〈
ミ
ミ
・
お
A
E）
は

F
E
B
F
Oロ
銀
山
と
何
回
σ
0
5
銅
山

の
衰
退
を
指
摘
し
、
吋
宮
ユ
宮
町
と
切

E
R
S
に
関
す
る
メ
ラ
の
報
告
も
同
様
で
あ
っ
た
（

ppzu
？
念
日

o

－E
口同
r
g・
5
5
Sロ
E
B

ロ
0
5
5同
〉
｜
｜
同
様
に
プ
リ
1
ニ
ウ
ス
も
ま
た
こ
れ
を
裏
づ
け
る
（
ミ
同
・

円
ア
忠
一
円
山
口
。
ロ
E
B
0
3
E白
）
。
勿
論
、
こ
れ
に
直
接
立

脚
し
て
、
二
世
紀
に
於
け
る

F
E
H冊
目
。
ロ
の
鉱
山
活
動
の
完
全
な
停
止
を
み
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
詳
細
は
触
れ
得
な
い
が
、
前
三
世
紀
以

来
の
鉱
床
枯
渇
傾
向
と
奴
隷
反
乱
に
よ
る
奴
隷
の
消
滅
（
オ
ル
ト
、

ク
、
ヵ
1
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
説
J

に
対
す
る
ラ
ウ
フ
ァ
l
の
批
判
も
、
古
典
時
代
か
ら
の
竪
坑
採
掘
の

E
σ
g
Z
E
O
V巾
は
停
止
さ
れ
、
散
在
的

ハ
イ
ヘ
ル
ハ
イ
ム
説
）
、

次
で
後
二
世
紀
に
於
け
る
活
動
停
止
（
コ
ッ

な
新
鉱
開
発
と
旧
鉱
停
の
再
利
用
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
得
た
に
す
ぎ
ず
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
述
諸
記
述
か
ら
し
て
も
、
ア
ッ
テ
ィ

カ
鉱
山
が
す
で
に
重
要
性
を
喪
失
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ー
！
マ
ケ
ド
ニ
ア
も
同
様
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
直
接
的
な
皇
帝
権
の
介
入
傾
向
、
そ
し
て
西
方
へ
の
帝
国
経
済
重
心
の
移
行
と
い
う
、
こ
う
し
た
現
象
は
あ
る
い
は
帝
国
経
済
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全
体
の
動
き
を
端
的
に
暗
示
す
る
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
更
に
こ
と
か
ら
、
次
の
問
題
が
わ
れ
わ
れ
に
提
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
即
ち
そ
れ
は
、
帝
政
後
期
に
い
た
る
ま
で
採
掘
さ
れ
続
け
た
西
部
属
領
（
特
に
ヒ
ス
パ

l
ニ
ア
）
に
於
て
も
ま
た
、
前
述
の
如
く
奴
隷

制
経
営
の
衰
退
が
み
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
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